
 

 

アワビの放流効果について 
長崎県総合水産試験場 漁業資源部 栽培漁業科 

 

はじめに 

 長崎県は全国でも有数のアワビ類（クロ

アワビやメガイアワビなど）の産地です。

農林統計によると、昭和５０年台には７０

０ｔあった漁獲量は昭和６０年以降ほぼ直

線的に減少し、近年は１００ｔ程度の低い

レベルで推移しています（図１）。このた

め、県内では漁獲量の維持や増大を目的と

した放流事業が積極的に実施されており、

毎年クロアワビで１００万個以上、メガイ

アワビで６０万個前後が放流されていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般的に、放流された稚貝は、食害によ

る放流直後の減耗が大きいことから、これ

を軽減し生残率の向上が期待できる、より

効果的な放流手法への転換が大きな課題と

されていました。 

このため、総合水産試験場ではそれまで

に得られた研究結果をもとに、平成１８年

１月に「アワビ放流の手引き」を作成し、

各関連機関に配布して放流手法の改善に努

めているところです。 

 

「手引き」では効果的な放流手法として、

クロアワビは殻長２０mm 以上、メガイアワ

ビは 30mm 以上の種苗を、害敵生物の活動が

低下する低水温期（１２～３月）に、アラ

メなど大型海藻が周年豊富な場所へ放流す

ることを推奨しています。 

今回、この「手引き」に沿った手法によ

るクロアワビ放流事例で高い効果が得られ

ましたので、その調査結果と効果の概要を

ご紹介します。 

 

放流と調査手法・放流効果 

表１に放流の概要を示しました。 

放流場所は平戸市内の二地区で、放流稚

貝の平均殻長と個数は、Ａ地区が２６mm で

23,000 個、Ｂ地区が２７mm で 10,000 個で

した。これは、長崎県漁業公社で同じ環境

により生産された同質同サイズの種苗が、

ほぼ同時期に放流されたものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区 放流日 放流個数 サイズ

A H18.1.30 23,000 26mm

B H18.1.31 10,000 27mm

表１　放流の概要
図１ 長崎県あわび漁獲量の推移(農林統計)
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調査は平成２１年１月から２３年３月に

行い、いずれの地区もアワビ集荷時に漁獲

物のグリーンマーク（写真１）を標識にし

て放流貝を区別し、さらに殻で確認できる

輪紋により年齢を査定することで、これら

の放流群を特定しました。漁獲物の９．７

～１５．５％を調査した結果、４歳から６

歳の放流貝が、Ａ地区では１３３個体、Ｂ

地区では１１１個体確認されました。（表

２）表３には放流の効果を示す４つの指標

（回収率、回収重量、回収金額、費用対効

果）の推定結果を示しました。   

回収率は放流個数に対する漁獲された個

体総数の割合ですが、Ａ地区では８．１％、

Ｂ地区では１４．２という値が得られまし

た。これは、これまでの長崎県内での調査

事例の平均的な値である５％をいずれも上

回る回収率でしたが、Ｂ地区ではＡ地区の

１．８倍も高い値となっています。 

他の効果指標についても両地区を比較し

てみると、回収重量では２．４倍、回収金

額では２．９倍、費用対効果でも２．８倍

とＢ地区がＡ地区に比べて高い結果となり

ました。 

 

アワビの成長と漁場環境 

表３で示した効果から回収された１個体

当たりの平均重量をみると、Ａ地区の１８

４ｇに対し、Ｂ地区は２５５g とより大型

であることがわかります。図２には、それ

ぞれの地区での成長をみるために、放流後

の経過年数と殻長（体重）との関係を示し

ました。これによると、放流３年後では両

地区の差が５mm（体重差３０g）、放流４年

６ヶ月後では両地区の差が１５mm（体重差

１００g）となるなど、全期間を通してＢ地

区の成長が上回っていることがわかりま

す。 

同質の種苗が同時期に放流されたにもか

かわらず、このような成長差が生じた原因

として、両地区の餌料環境に大きな相違が

あることがわかりました。平成２２年６月

に両地区で海藻の現存量調査を実施したと

ころ、海藻全体ではＢ地区が１．５倍多く、

このうち大型アワビの主な餌料となるアラ

メなどの大型褐藻類では、実に２０倍の差

となりました。このような餌料環境の大き

な差が成長や生残率に影響し、放流効果の

大きな差につながったと考えられ、放流サ

イズや時期に加えて、放流場所の選定が放

流効果に大きく影響していることがわかり

ました(図３)。 

 

おわりに 

アワビは県内各地区の栽培センターで種

苗生産され、受益者負担による放流事業が

定着している栽培対象種です。しかし、平

成２１年度の放流実態について調べたとこ

ろ、適時期である低水温期を逸して放流す

る事例が、クロアワビ、メガイアワビとも

に１０％強みられています（図４）。 

特に、水温の上昇期にあたる４月に３０

mm で放流した場合の生き残りは、２月の２

０mm 放流より低いことから、費用対効果も 

低くなると思われます。放流事業は大きな

予算が伴う経済行為であることから、その

予算を効果的に活用する必要があります。  

 



 

 

“もうかる”栽培漁業を展開していくため

にも、「アワビ放流の手引き」を参考に費

用対効果を視点とした時期やサイズでの放

流を実施していただきたいと考えます。 

一方で、効果に大きな影響を及ぼすと考

えられる放流場所については、可能な限り

餌料が豊富な場所を選定し、また、貧海藻

化が進んでいる場所では、藻場回復などの

漁場環境の改善に向けた取組が必要と考え

られます。 

（担当 戸澤隆） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区
回収率
(%)

回収重量
(kg)

回収金額
(千円)

費用対
　効果

Ａ 8.1 149.3 749 0.72

Ｂ 14.2 362.9 2,162 2.00

Ｂ／Ａ 1.8 2.4 2.9 2.8

表３ 調査の概要 

漁獲総個数 調査個数 標本抽出率(%)
（ｃ） （ｄ） （ｄ／ｃ）

A地区 21,020 3,255 15.5 133 4～6歳
B地区 24,103 2,332 9.7 111 4～6歳

検出個数 対象年齢

表２ 効果指標の推定値（１万個あたり）

図２ 放流後の成長
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図４　平成２１年度アワビ種苗月別放流状況
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（平成２１年度栽培漁業種苗生産、入手、放流実績）

図４ 平成２１年度アワビ種苗月別放流状況 

（平成 21 年度栽培漁業種苗生産、入手、放流実績） 


